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家庭訪問型子育て支援 「ホームスタート仙台いずみ」 始まる！！ 
   

●「ホームスタート」 とは？ 

6歳未満のお子さんがいる家庭に、地域のボランティア（ビジター）が訪問し、お母さんと一緒に家事や

子育てをする、ボランティア活動です。週1回・2時間程度、4回程訪問し利用は無料。 

子育て中の親に寄り添うことで、親自身の気持ちを元気にし、地域とつながるきっかけを作る子育て支

援です。お母さんの話を共感しながら「傾聴」する、親子と一緒に公園へ出かけたり、離乳食を一緒に

作ったりする「協働」を中心にお母さんをサポートします。全国50カ所以上の地域で始まっています。 
   

●「ホームスタート仙台いずみ」では、仙台市泉区で活動できるボランティア（ホームビジター）を年1回

募集します。活動中は調整役のオーガナイザーがおり、親子とビジターを支えるサポート体制がある

ので、安心して活動できます。 
  

●ホームビジターになるためには・・ 

 ・子育て経験があり、全8日間のホームビジター養成講座に参加修了することが必要 

 ・特に資格は必要ありません 

 ・講座修了後に訪問活動にご協力いただくことが前提 
  

（ 問い合わせ先 ） 

 ホームスタート仙台いずみ 

  仙台市子育てふれあいプラザのびすく泉中央・指定管理者 

  一般社団法人マザー・ウイング 

  仙台市泉区泉中央1丁目8－6 泉図書館・のびすく泉中央内4階 

  TEL 022-772-7340（のびすく泉中央） 担当・橋本 
  
     

 ・パチリ！泉区ほっと情報 「ホームスタート仙台いずみ」 始まる  ・・・・・・ １ 

・泉中央地域包括支援センターだより / 勝ちゃんのつぶやき   ・・・・・・ ２ 

・福祉四方山話       ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ ３ 

・fmいずみ番組内容   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４〜７ 

・第２０回 泉区 福祉のつどい 記念セミナー  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 

・知って・買って・つながって 復興の応援をしよう  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９ 

・会員募集・賛助会員紹介  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０ 



- 2 - 

  介護・福祉の現場でマナーの必要性が問われています。書店にはマナーに関する本が並び、イン

ターネットでも情報が溢れています。私が現場のマナー研修でとりあげている項目の一つに「外見

力」というのがあります。当たり前すぎて、あまり意識されないことですが、実は相手は“見ている”。 

①ハロー効果 

 第一印象は5秒で決まる。一度良い印象を与えると、相手の心に刷り込まれ、その効果は長期に

亘る特徴を持つ。（高齢者は特に、いったん思い込むとなかなか変えられない傾向があります。第一

印象は特に気を配りましょう） 

②メラビアンの法則  行動態度：55％、声：38％、言葉：7％ 

 訪問してお茶を出された時に、言葉では「ゆっくりしてください」といわれたが、非言語表現として、

テーブルにお茶を置く動作が速く荒っぽい場合は相手には「ゆっくり」ではなく「早くお帰りを」という

メッセージに伝わる。（こころが優しく思いやりがあるのに態度で損をしている人はいませんか） 

 ③初頭効果      人間は初めに接したものを強く捉える。 

など一例ですが、さらに良質のサービスを提供するためには「マナーマニュアル」作成は必要不可欠

です。また実際に対応方法が守られているか確認する仕組みづくりも大切です。反復し何度も繰り

返して身につくまでトレーニングすることが重要です。何よりマナーの基本は「相手を大切に思う気持

ち」が一番でしょう。そして自分自身も大切にする事。体調が悪かったり精神的な悩みを抱えた状態

では心のこもったマナーは提供できません。天高く馬肥ゆる、美味しい食べ物を横目に体調管理に

気をつけていただきたい･･･といいつつ、でも我慢できなくて今日だけは！とつぶやきながらご飯をお

かわりしている食欲の秋でした。 

                                （あらい無料介護相談所  荒井 勝子氏記） 

去る１０月１０日（木）泉区中央市民センター（泉区市名

坂字東裏）で高齢者向け健康福祉相談会・福祉用具展

示会を開催いたしました。 
 

当日は、２５名の来場者があり杖、歩行器、電動車いす、

電動カート、介護用ベッド、ポータブルトイレ、お風呂回

りの用具、簡易手すりなどを実際に手に触れてみたり、

電動カートに試乗される方もおりました。また、総合相談

ブースの他、聴こえの相談会として補聴器の相談ブー

スも設置しました。ご来場者のみなさん、共催いただい

た各事業所様ありがとうございました。 
 

主催 泉中央地域包括支援センター 

共催（株）同仁社、（株）スペースケア、（株）パナソニック

エイジフリー介護チェーン（順不同） 

 

泉中央地域包括支援センター TEL ３７２－８０７９ 

健康福祉相談会・福祉用具展示会を開催！！ 

会場の様子。スクリーンでは地域包括センターCM、成

年後見制度や消費者被害のDVD上映もありました 

 

聴こえの相談会のブースの様子。入浴用車いす、右

手前に簡易型手すりもあります（介護保険適応） 
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「ＮＰＯ福祉ねっとみやぎ」発足 
  

 つい最近のことですが、「平成27年度の介護保険改正で要支援１・２を介護保険から切

り離し、段階的に市町村（仙台市）事業に移行する」という報告書案が、社会保障制度改

革国民会議によって提出されたというニュースがありました。ご存知ですか？ 

 言い代えると、介護１～５は今までどおり介護保険制度で運営するが、要支援１・２は、

利用できるサービスの種類、利用料等、全て市町村（仙台市）の判断と裁量に任せると

いうことです。ということは、“歳をとっても安心して暮らし続けることが出来るかどうか”

は、住んでいる市町村（地域）次第ということになります。もっと厳密に言うと、住んでいる

地域（中学校区）にどんな福祉施設があり、配食や家事援助等の生活支援サービスが

あり、ふらっと立ち寄っておしゃべりできる交流サロン（居場所）、健康維持のためのス

ポーツ施設、生きがい・やりがいのための社会参加の場等、いわゆる“社会資源”がある

かどうかで、老後を豊かに暮らせるかどうかが決まってくるということです。 

 今年７月、仙台市内で“困ったときはお互いさま”という気持ちで会員同士の助け合い

活動を行っている５団体と、事務局を担う団体でネットワークを組みました。きっかけは、

仙台市の市民協働事業提案制度に応募し、「ふれあい・支え合いのまちづくり推進事

業」に取り組むためです。なぜなら、冒頭の要支援１・２が利用できる「多様なサービスの

あるまちづくり」を仙台市と協働で取り組むには、2年後の改正に向けて動き始める今し

かないと思ったからです。ネットワーク（協議会）の名称は「NPO福祉ねっと宮城」（現在8

団体）。8月末、書類審査の通った３団体の１つとして公開プレゼンに臨み、厳しい審査

の結果、9月末に来年度事業候補として採択されました。私達の思い、必要性が認めら

れたことに喜びを感じる反面、地域を基盤に活動している団体や市民の共感を得て、い

かにして一緒に地域に必要な活動を産み出していくかΧ、身の引き締まる思いでいます。 

 「福祉ねっと」として、これまでに情報交換会や学習会等、３回の定例会を行い、今月

からはいよいよ地域の社会資源の実態調査に入ります。まずは、①参加している各団体

のサービス提供一覧表を作成すること。次に、②各団体のサービスを利用してくださって

いる利用者へのアンケート調査。そして、③地域にある他団体や地域包括支援センター

等への訪問調査を行います。そうすると限定的ではありますが、仙台市内のおおよその

社会資源を把握することが出来ますので、来年の4月末、その報告会を行う予定です。 

上記３つの実態調査から、どの地域にどんなサービスが不足しており、高齢者のニーズ

は何なのか等、おおよそのことが分かりますので、来年度前半は多様な組織と連携し課

題解決に向けての連携（戦略）会議を行い、後半からは不足している日常生活支援（イ

ンフォーマル）サービスが各地域で行われるように、研修会やワークショップ等を通した

働きかけを行っていきたいと考えています。  

 「ふれあい・支え合いのまちづくり」は一朝一夕には実現できません。ましてや、最初か

ら「皆でつくりましょう！」と言っても無理なこと。多様なサービスが必要だと気づいた人か

ら動いていくしかありません。誰かが動くと、そこから波が拡がって大きな輪に拡がって

いきますΧ。その一歩を踏み出しましたので、「何とかしなくちゃ！」と思われた方は、一

緒に動いていきませんか？皆様からの声掛けをお待ちしています。 
 

                              （Lネット 事務局長：藤田 佐和子氏記） 
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4／2･･･こんな時どうする？／出火した時・怪我をした時 

4／9･･･こんな時どうする？／屋内で地震にあったら 

4／16･･･こんな時どうする？／屋外や乗り物に乗っていたら 

4／23･･･NHKスペシャル「巨大地震 MEGAQUAKE」を見て 

4／30･･･「八乙女放課後児童デイサービス 杜っこ」からのレポート 

八乙女放課後児童デイサービス 杜っこ 
 放課後児童デイサービスとは、小学校の就学児で障害のあるお子

さんを対象に放課後の送迎と療育を行う事業。「杜っこ」は宮城県高

齢者生活協同組合（通称：みやぎ高齢協）が運営しています。交通量

が少ない団地の行き止まりになっており、すぐ隣に真美沢公園があ

り、子ども達が安全に過ごせ、自然に親しめる環境になっています。

建物は純和風の民家。畳敷きの広々とした家庭的な雰囲気の室内

です。 

 恵まれた場所や建物の環境を活かし、放課後学校に迎えに行き、

夕方自宅に送るまでの時間を様々なことをして過ごしています。通常

は真美沢公園の散歩や室内遊び。公園は四季折々にいろいろな植

物が楽しめ、鳥の声、曲がりくねった道、でこぼこした地面など、街中

とは違う自然に触れ合える空間です。時々は,近くにある科学館や台

原森林公園にも足を伸ばします。地域の方などに参加してもらうひろ

ば【おんがく・てじな・かがく】も企画。近所の退職された方やアマチュ

アの先生を招いての楽しい時間です。長期休暇時には普段出来ない

地下鉄・動物ふれあい・田んぼの生き物体験などで視野を広げてい

ます。                             В 274-2411 
 

２５年４月から９月までの放送内容と取材先のレポートをご紹介します。 

 １３時から１６時の生放送番組 「Daily Cafe 」 

の中で委員会のメンバーが電話で生出演。取材先からの 

レポートも交え、福祉や市民活動の身近でホットな情報を 

お届けします。ぜひ、お聞きください！ 
 

・毎週火曜日  １３時４０分より１５分程度 

・内容  ◎その時々で必要とされる・注目される情報提供 

      ◎取材先からのインタビューによる情報・話題提供 

      ◎各団体の行事や会員募集に関してのお知らせ 
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5／7･･･巨大地震発生の謎を解く 

                ／地球深部探査船「ちきゅう」・「E-ディフェンス」 

5／14･･･復興支援活動を紹介した2つの冊子 

5／21･･･仙台市の応急仮設住宅の状況と若林区の復興支援活動団体 

5／28･･･「ままふあ会」からのレポート 

6／4･･･宮城野区の復興支援活動団体   

6／11･･･「南蒲生町内会復興部」 

6／18･･･「共生地域創造財団」「支援者のための支援センター TOMONY」 

6／25･･･「あなたの街の三河やさん」からのレポート 
 

ままふあ会 
 のびすく仙台の現役ママボランティアが、東日本大震災のために

自分達でも子育てをしながらできる事を見つけて活動するためにで

きた会。小さいお子さんがいる若いお母さんが、和気藹々、肩肘張ら

ずに構えないで、軽やかに活動を進めています。 

 一つは、「私にもできる復興支援」（A5サイズの冊子）の発行。寄付

付きや復興地区の商品、復興の為募集しているもの、地元の取り組

みなどを紹介しています。自宅に居ながらでも、時間がない方でも、

自分サイズでできる復興支援の情報提供をしています。表紙絵は仙

台在住で学生時代に切り絵を始められた方の作品で飾り、「～半歩

でも一歩でも前に進むために～息の長い支援を あたたにもできる

支援があります」とコンセプトを記載。その他、被災地について自分

達が知りたいこと、多くの方に知って欲しいことなどを発信するイベン

トを企画。「津波のあとの時間割～石巻・門脇小・1年の記録～」上映

会、「かぞくのかたち」写真展、ホットセラピーのワークショップなどを

開催。10月27日にはエルパーク仙台で「ふぁみりー復幸縁日～見

て・聞いて・感じて・伝えよう～」を予定しています。               

                      mamafuasendai@yahoo.co.jp 
 

あなたの街の三河やさん 
 漫画「サザエさん」に登場する、三河屋のサブちゃんのように、家庭

と商店、地域をつなぐ役割を果たしたいとの思いから平成16年12月

に設立。法律や制度などでは補うことのできない隙間を埋める「御用

聞き」からスタートし、その後障害者の就労支援や地域活性化の事業

も手がけています。 

 「御用聞きサービス」では、痒い所に手が届くような細々したことにも

対応。「定期巡回サービス」として、週2回在宅30分未満で、買い物代

行、ゴミ出し、洗濯物干し・たたみなど実施。「生活支援サービス」とし

て、通院・外出の付き添い、庭掃除、毎日電話による安否確認など相

談に応じて支援しています。「御用聞き」をやっているうちに、障害者

の方が仕事につけなくて困っているということを感じ、「就労移行支援

プログラム」を開始。就労支援事務所「すぴなっち」、おいしいパンや

さん「らでぃっしゅ」、お直しコンシェルジュ「きゃろっと」を立ち上げまし

た。「すぴなっち」は使用しなくなった家庭用品や雑貨、洋服などを回

収し、消毒洗浄して求めやすい価格で提供するリユースショップとし

て喜ばれています。                      В308-7282  
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7／2･･･「お手玉サークル たんぽぽ」「仙台グリーフケア研究会」 

7／9･･･「泉はつらつクラブ」からのレポート 

7／16･･･「仙台ファミリーサポートネットワーク」「ふくしまママの会きびたんs 

       (ず）いずみ」「ふくしまほっこりカフェ実行委員会」 

7／23･･･「震災復興地域かわら版「みらいん」編集部」「西原新聞編集室」 

7／30･･･「復興現場の歩き方 2013年度版 とほくる！宮城県」 

8／6･･･気仙沼市の復興支援活動団体 

8／13･･･南三陸町と登米市の復興支援活動団体 

8／20･･･「みやぎ夢燈火」からのレポート 

8／27･･･石巻市の復興支援活動団体 
 

泉はつらつクラブ 
 介護保険制度に介護予防の考え方が導入された年に、健康増進

センターや泉区の保健福祉センターの指導を受け、健康維持を目的

に設立。てぬぐいなどの道具を使ってのストレッチ、音楽に合わせて

筋トレ、ゲームをしながら脳トレ、踊り・リズム体操、更にニュース

ポーツの「ディスコン」も取り入れ、色々なメニューを組み合わせなら

が、楽しんで健康作りをしています。 

 「ディスコン」は、平成9年に日本で生まれたスポーツ。ディスク（円

盤）とコントロールを合成し「ディスコン」と命名されました。赤と青の2

チームに分かれて、1チーム6枚の円盤を投げ、どちらがポイントに近

づいているかを競う簡単なスポーツ。年齢、性別、障害のあるなしを

問わず、ハンディーなしで楽しめます。投げ方の上手・下手よりも、偶

然が作用するおもしろさ、思いがけない結果や逆転のスリルがあり、

ドラマチックな競技展開にワクワクドキドキ。「ディスコン」の練習会場

となっている七北田小学校の児童との交流会や登下校の見守り活

動もしており、生きがいにも繋がっています。   

                                 В375-3256 

みやぎ夢燈火 
 2001年6月大阪教育大学附属池田小学校児童殺傷事件の後、翌

年に「子どもの平和と安全を守ろう」と「いけだ夢燈火」が誕生。ろうそ

く作りをやっていた宮城県立光明養護学校に協力要請があり、ろうそ

くを提供したことがきっかけとなって、2006年宮城でも「平和と安全」を

願う燈火を咲かそうと「みやぎ夢燈火」が設立されました。 

 毎年、原則9月第2土曜日に開催。南中山小学校の校庭一面に

2000個以上のろうそくを準備して、「いけだ夢燈火」で灯した「希望の

燈火」を親善大使から受けてステージに点火。その後参加者が次々

とろうそくに点火していきます。命のストリート発表では、親が子ども

の命が授かった時のドラマや子どもとの日々の生活の様子を生の声

で語り、かけがえのない命の大切さを伝えます。ろうそく作りやカフェ

の運営には地域の学校や町内会の協力があり、地域の絆によって

「平和と安全」が守られるというメッセージともなっています。東日本大

震災後は、「祈り・希望そして明日へ」というテーマを掲げ、「一人ひと

りの命の大切さ」を願った活動にもなっています。         

                                В0229-39-1699 
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9／3･･･石巻市の子どもを対象にした復興支援活動団体 

9／10･･･｢もじずりの会｣からのレポート 

9／17･･･傾聴移動喫茶「カフェ・ド・モンク」 

9／24･･･塩釜市の復興支援活動団体 

もじずりの会 
 昭和59年、みやぎ生協助け合いの会のメンバーのうち、泉地区の

仲間数人が「出来ることを出来るときに」の精神で立ち上げました。

当初は、助け合いの会の活動を中心に、泉区にある「愛泉荘」「水泉

荘」「幸泉学園」の各施設を訪ねて奉仕活動を実施。その後、「水泉

荘」「幸泉学園」での活動を取りやめてきて、現在は「愛泉荘」のみで

の活動となっています。 

 「愛泉荘」での活動は、月1回第1水曜日。当初は、掃除・ベッドメイ

キング・入居者との団らん・洗濯たたみなど多様でしたが、5年くらい

前から職員さんやパートさんが増えたこともあり、清掃と棚やドアの

殺菌作業が多くなってきています。長く活動を続けているので、入居

者の方とは顔なじみになることも増え、編み物の好きな方やお習字

の好きな方など、共通の趣味の話などで会話も弾みます。現在、会

員は11名で高齢の方も増えてきていますが、設立の原点である「出

来ることを出来るときに」の精神で、気取らず、頑張らず、自然体で、

身体の続く限り続けたいとの思いで活動しています。 

                                В378-1771 
 

 

 第２１回 

 日 時 ： 平成２５年１１月３０日（土） 午後５時３０分から午後８時 

 場 所 ： 仙台市泉社会福祉センター 大会議室 １・２ 

 内 容 ： 参加者の自己紹介 

        ブレイクタイム 
         

        Ｒeproud （リプラウド） 

         各所を訪問してリハビリテーション体育指導をしている事業所。 

         「リハビリテーション体育」 まだ聞きなれない言葉かもしれませんね。 

         心身に障害を持つ方等に対し、主にスポーツの特性を活かしてリハビ 

         リテーション、健康づくりを支援します。グループで楽しみながら多様な 

         動作を引き出すのが特徴です。一緒に体験してみましょう。 
 

        名刺交換・情報交換など 
 

 申込先 ： 谷田部 E-mail   izumi8guide@hotmail.co.jp 
                              または ＦＡＸ ０２２－３７５－９３６２ 

                 締切日  １１月２７日（水） 

                 β 泉区以外の方、また当日参加も可 
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 日 時 ： 平成２５年５月２５日（土） 午後５時３０分から午後８時３０分 

 場 所 ： 仙台市泉社会福祉センター 大会議室 １・２ 

 内 容 ： 施設・事業所における防災対策セミナー 

 講師  ： ㈱ＢＣＰＪＡＰＡＮ 代表取締役 山口泰信氏  

  

  報 告  第２０回 「泉区 福祉のつどい」 記念セミナー を開催しました 

 今までに経験をしたことのない大規模災害 東日本大震災。あの日のあの時をどれほど覚えています

か。仕事場ではどう対応し、いつもと同じ仕事に戻れるまでに何日かかりましたか。そして今、また災害

に襲われたらどのように対応されるか決まっていますか？ 

 震災後あれほど強烈に感じたはずの危機管理の重要性を忘れかけている自分に驚くことがあります。

暮らしの基本である仕事をどんな時でも行えるように備えるためには・・・。２０回目を迎えた福祉のつど

いにふさわしい企画としてこのテーマを選びました。講師は「東日本大震災の記録・宮城」の中の対談編

に出て頂いた㈱BCPJAPAN代表取締役の山口泰信氏。氏は阪神淡路大震災の時にリーダーとして避難

所運営を行いその後、地震津波被害の奥尻島や中越地震などで災害支援活動にあたり、現在は企業

防災、地域防災、事業継続計画ＢＣＰ策定に関わる事業を展開しています。 

 今回のセミナーでは、災害はいつどこで遭遇するかわからないので、いつでも対応できるように準備を

しておく必要性を改めて感じました。 

 防災対策は就業中と就業以外に分ける。就業以外なら ①施設内 ②自宅 ③外出中なのか。災害

発生時どこにいてもまずは生きることが大事。そして、そこで自分は何ができるか。家族で決めておくこ

と。仕事場で決めておくこと。 

 高齢者に対しての苦言もありました。よく自分はもういいんだ、避難なんかしないと強情を張る人がい

るが、そんな方の所に助けに走る若者が現れる。そして命を落としてしまう。若者を無駄死にさせないた

めにも早いうちに避難する必要があるんだと。 

  施設では夜間などの少人数で対応しなくてはならない時には、やらなくてもいいことを決めておくことも

大事になる。 

 気仙沼の施設からご参加頂いた方からは、災害当時の職員に対しての残業代をどう計算したらいいも

のかなど経営者ならではの相談などもあり、２時間程度のセミナーでは時間が足りなすぎ、次回の講演

を期待するとの声が多くありました。防災対策への意識は日々薄れていってしまう事を肝に命じて取り組

んでいきたいと思います。 
 大災害から生き残る７つの法則 

法則① まず、自分が生きる 

法則② ２０分以内に助け出す 

法則③ 即行動の心構え（無我夢中で動くことで心を鎮める） 

法則④ 耐震補強（寝室だけでも守れ） 

法則⑤ 準備と備蓄（ローリングストック） 

法則⑥ 情報収集（事前情報・事後情報） 

法則⑦ 訓練（実践的な訓練） 
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知って・買って・つながって 復興の応援をしよう！ 
  
 
 
 
 
 
 

 仙台市中心部商店街の振興と東北6県の観光や産業の復興をバックアップする施設。2012年5月に

オープン。東北の復興支援も目的としています。1階フロアのメインに「復興ギャラリー」を設置して、東北

の復興商店街の情報やグッズを紹介・販売。被災地域のアンテナショップとして、商品販売や情報発信

を通し、沿岸部のまちづくり、活性化の役割を担っています。更に、2階「TRY6チャレンジショップ＆チャレ

ンジボックス」、3階「創業スクエア」と連携して、商品のオリジナリティ・ブランド化を追求し、事業継続を

目指しています。 
  

1F 月～木曜日は「復興ギャラリー」で被災企業の商品や被災者が手作りしたクラフト  などを販売。週

末の3日間は「東北いいもんパーク」を開催し、東北各地から毎週違  った“いいもん・うまいもん”を集

め、販売しています。 

2F TRY6チャレンジショップ＆チャレンジボックス 

    「TRY6チャレンジショップ」は、新たに事業を立ち上げ、店舗開店を目指す方が期  間限定で出店し、

リアル店舗での実践経験を得るスペースとなっています。経営やディ  スプレイなどを学ぶ勉強会を開

催し、店舗開店をサポートしています。 

3F 創業スクエア 

    東北の復興の過程で生まれる新たなビジネス商品をマーケティングとデザインの効果的な活用により

トータルにサポートする身近な相談・支援機関です。 

  

住所：仙台市青葉区中央2-5-8 

TEL：022-395-6101  FAX：022-395-6102 

営業時間：10：00～19：00 定休日は無し 

URL：http://tohoku -rockenpark.com/ 
  
 
 
  

 
 
 
 
 
 

 「今日は小松菜がお買い得ですよ」。元気な呼び込みの声が響きます。仙台市若林区の津波被災農

家が復旧した畑で育てた農産物や、被災者が作成したグッズなどを毎週土曜日９時から１６時まで仙台

朝市にて販売。若林区の復興の様子と農家の努力を発信し、お客様と農家をつなぎ、復興を後押しする

地域還元型店舗です。一般社団法人ReRootsが運営しています。 

                                   りるまぁと／仙台市青葉区中央4-3-28朝市ビル 

＝一般社団法人ReRoots＝ 

 仙台市内の大学生が中心となり、「復旧から復興へ、そして地域おこし」をコンセプトに活動。がれき撤

去で農地を「復旧」し、農業を再開して「復興」し、更に活性化する「地域おこし」まで支援していきます。 
  

                                                                          一般社団法人ReRoots／宮城県仙台市若林区荒浜字今泉59-3 

                                                                                                                             TEL：022-762-8211 070-5624-7293 

                                                                                                                             URL：http://rerumart.blog.shinobi.jp 
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賛助会員紹介 
  

穂波の郷クリニック・ケアＮＰＯひとあかり 
 クリニックは古民家のような造りと総檜造りの診察室と処置室。檜の香りに包まれて心安らぐ患者さん

の身体から送られる声にじっくり耳を傾け、その人に合った治療を目指しています。緩和期の患者さんに

対しては在宅緩和ケアの訪問診療に取り組んでいます。「ケアＮＰＯひとあかり」は患者さんやご家族が

直面する様々な問題に寄り添い、ともに考えながら支援しています。 
  

住所：宮城県大崎市古川穂波6-30-12 

TEL：0229-24-3880 FAX：0229-24-6886 

URL：http://www.kokoronosato.net 
 

 大震災を忘れないために、教訓を後世に伝えていくために、復興に向けてつながっていく

力となる記録誌をお届けします。 

対   談 ： 「阪神淡路大震災から東日本大震災へ そして未来へ」 

記録編 ： 「３．１１ その時！！その後！！伝えたい事」 

支援編 ： 「支えあって つながって 一歩一歩」 

 
 
 

泉 区 ： 八文字屋泉店、八文字屋セルバ店、金港堂泉パークタウン店、 

       文泉堂本店、たかみ書店、泉病院、工房かやの実、 

       地域生活支援オレンジねっと 

青葉区 ： 丸善アエル店、ブックセンター湘南桜ヶ丘店、ゆめの森、カフェ 

       「HAMAYU」、せんだい・みやぎＮＰＯセンター、ゴコー書店小松島店、 

       あさひ書房、仙台市市民活動サポートセンター、全国コミュニティセン 

       ター・東日本、こまくさ苑、金港堂本店 

宮城野区 ： はぁとセラビ幸町、ブックセンター湘南幸町店、みやぎＮＰＯプラザ 

太白区 ： 紀伊國屋書店仙台店 

 取材をしたり、パソコンを打ったり、企画をしたり・・・あなたの得意の分野で活動に参加してみませんか。 

自分の住んでいる地域の身近な福祉情報を提供していただける特派員も募集しています。また、ガイド

ブックで取り上げてほしい情報などがございましたらご連絡ください。 

        正会員   月１回の定例会に参加し、直接活動に携わります。 

                年会費  ２、４００円 

        賛助会員 活動の趣旨に賛同し、主に資金援助を目的とします。 

               個人 年会費 １口    ５００円 

               団体 年会費 １口  １、０００円 

               法人 年会費 １口  ３、０００円  


